
国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 会 議 概 要 

 

１ 開催日時 

  平成２３年７月２１日（木）午後２時００分～午後３時５分 

２ 開催場所 

  成田市花崎町７６０番地 

  成田市役所 ６階 中会議室 

３ 出席者 

 （委員） 

    大廣委員、今井委員、秋山委員、大貫委員、椿 委員、富澤委員、 

   眞鍋委員、髙木委員、設楽委員、小柳委員、込山委員（代理）、    

山中委員 

 （事務局） 

    関根副市長、諸岡市民生活部長、川瀬保険年金課長、都祭納税課長、

野平納税課主幹、須賀澤保険年金課副主幹、金岡保険年金課副主幹、 

   髙木保険年金課主査、門井保険年金課主査、岩澤保険年金課主査 

                       

４ 議題 

（１）会長及び会長職務代理者の選挙 

（２）報告第１号 平成２２年度成田市国民健康保険特別会計（事業勘定） 

歳入歳出決算（案）について 

（３）報告第２号 平成２２年度成田市国民健康保険特別会計（施設勘定） 

歳入歳出決算（案）について 



（４）報告第３号 成田市国民健康保険条例の一部改正について 

 

５ 議事（要旨） 

会長及び会長職務代理者の選挙については、会長に大廣委員、会長職務

代理者に設楽委員を選出する。報告第１号の平成２２年度成田市国民健康

保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算（案）について、報告第２号の平

成２２年度成田市国民健康保険特別会計（施設勘定）歳入歳出決算（案）

について事務局より一括して内容を説明する。 

    主な質疑応答として、 

   Ｑ 平成２２年度成田市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決

算（案）の３ページの収入の部で説明のあった収入未済額と５ページ

総括の歳入歳出の内訳を見た中で国保税の収納率はどのくらいか。ま

た、それが前年度に対してどの程度になっているのか。 

   Ａ  収入未済額の内訳は、一般被保険者国民健康保険税の現年の収入未

済額が３５５，４５５，３４５円、徴収率は８５．３１％。退職被保

険者国民健康保険税の現年の収入未済額が、１１，６６７，０８０円

で徴収率が９５．０６％。過年度分の滞納繰越分としての、一般被保

険者国民健康保険税の収入未済額は、９６２，２７５，８２７円、徴

収率は１７．１％。退職被保険者国民健康保険税の過年度分滞納繰越

分の収入未済額は、３４，８３４，６６７円、徴収率１７．１％。昨

年度との比較では収入未済額全体で滞納者の実数で２１年度が５，９

８６名、２２年度６，０９９名。人数の上下は多少あるが、この５年、

１８年度から２２年度の推移をみると、収入未済額については、毎年



増加しております。現年度と過年度の滞納徴収率で見てみますと、現

年の徴収率は若干下がっている。２１年度に比べて２２年度は、徴収

率は下がっている。滞納繰越分についての徴収率は若干上がっている。

全体としての徴収率では、速報値で若干上回っていて６３．８９％、

現年度分と滞納繰越分を合わせました徴収率は、県下の平均６２．９

７％という状況になっています。 

   Ｑ 滞納金に対してどのようにしているか。納めていただくのにどのよ

うな方法でやっているのか。 

   Ａ 国民健康保険税に関しましては、一般の市税、住民税、固定資産税

等と同様に、法に基づいて、納付期限が過ぎたら、督促状を送付、更

に日時が過ぎると催告状を送付、更に過ぎると徴収に応じられない場

合に納税相談により、完納計画を立てて、それを履行していただき、

納付の意思が認められないときは、市債権保全のため、財産の差し押

さえ等の滞納処分を執行しております。 

   引き続き、報告第３号を成田市国民健康保険条例の一部改正につい

て事務局より内容を説明する。 

   質疑なし 

      以上で報告を終了した。 

    

６ 傍聴 

（１）傍聴者 有 

７ 次回開催日（予定） 

  平成２４年１月下旬～２月上旬  


